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本研究は、中国大陸部において発生した農耕が、東北アジア
へと拡散し、変容していく過程を明らかにするばかりでなく、
その拡散と北アジアにおける牧畜民社会の成立との関係につ
いて考古学的に追究することを目的としている。 
本研究の 2 つの課題のうち、東アジアにおける農耕の拡散･

変容の研究については、これまで応募者が蓄積してきたデー
タから導き出される段階論的仮説を発展させるという着実性
が認められる。さらに、北アジアの牧畜社会生成過程の研究
については、乾燥化に伴う農耕の衰退と牧畜社会の成立が連
動するという、主に欧米の研究者がユーラシア大陸西部で提
示してきた解釈を再検討し、北アジア独自の文化変容の過程
を描こうとしている点で独創性が高い。本研究は、総じて文
明論の新構築にも通じる研究の広がりを強く感じさせるもの
である。 

 

 
  


